
都市環境デザイン会議 30 周年記念事業
第３回 WEB フォーラム

■日時　2022 年 4月 9日（土）14:00～16:30
■開催方法　ZOOMミーティングによるオンライン配信
■パネラー　武内  淳（株式会社 宿坊クリエイティブ）
　　　　　　福田  忠昭（LOCAL＆DESIGN 株式会社）
　　　　　　服部  敦（中部大学）
　モデレーター　石嶺  一（株式会社 国建）
■プログラム
　１．挨拶／趣旨説明
　２．フォーラム
　３．リスナーを交えた意見交換・質疑応答
　４．第３回フォーラムのまとめ／終了

■参加費　JUDI 会員＆学生：無料、一般：500 円
■定員　300 名（先着順）
■参加申込み方法
　下のURL か、右のQRコードで Peatix に
　アクセスし、お申し込みください。
　申込締切　４月 8日（金）12 時まで
　https://judi30forum03.peatix.com

■企画・実施　JUDI30 周年記念事業実行委員会
■主催　都市環境デザイン会議

地域を元気にするデザイン
～多様な主体によるまちづくり～

くらしを紡ぐ美しい風景
JUDI 30th Anniversary
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和歌山市

福岡市天神

北大東島

■フォーラムの内容

■登壇者プロフィール

■次回以降の予定

■都市環境デザイン会議の概要

■セミナーに関する問い合せ

第４回WEBフォーラム　（仮）持続可能な再生デザイン　～自立・循環型のまちづくり～　…2022年6月3日開催
第５回WEBフォーラム　（仮）みちやひろばの利活用とデザイン　～人中心の心地よいまちづくり～　…2022年8月ごろ開催
30周年記念フォーラム　（仮）くらしを紡ぐ美しい風景　…2022年10月ごろ開催

都市環境デザイン会議は、我が国の都市環境デザインを取り巻く諸問題を解決し、よりよい都市環境を形成していくために、
都市環境デザインに係わる多様な分野の専門家が集い、ネットワークし、活動する組織です。1991年5月設立。会員数281名
（2021年5月31日時点）

JUDI30周年記念事業実行委員会　事務局　埒、岸田、福田　　30thcom@judi.sub.jp

服部 敦　はっとり あつし

石嶺 一　いしみね はじめ　

福田 忠昭　ふくだ ただあき

武内 淳　たけうち じゅん　
1983年京都市生まれ、和歌山市育ち。大阪大学大学院工学研究科博士前期課程修了。
2008年和歌山県庁入庁（建築職）。空き家対策、民間住宅施策等を担当し、2016年3
月に退職。同年4月に（株）宿坊クリエイティブを設立し、和歌山市駅前の空き家を活
用した和歌山の地酒Bar「水辺座」をオープン。2019年2月には和歌山市のまちなかの
遊休不動産をチョコレート店にリノベーションした。2017年に（株）宿坊クリエイテ
ィブが、和歌山市から都市再生推進法人の指定を受け、まちなか再生に取り組む。

1972年福岡市生まれ。大阪大学大学院環境工学専攻修了後、コンサルタント事務所を
経て、2010年、LOCAL＆DESIGN（株）を設立し、同年、WeLove天神協議会まちづ
くりディレクターに就任（2015年まで）。福岡県内を中心に住民参加型のまちづくり
やエリアマネジメントの実践、地域・行政・企業等による協働のまちづくりのコーデ
ィネートに取り組んでいる。技術士（建設部門　都市及び地方計画）。

1967年愛知県犬山市生まれ。東京大学工学部都市工学科を卒業後、1991年に建設省
（現国土交通省）に入省し、住宅・都市行政を経て、内閣官房・内閣府で特区・地域
再生を担当。2007年より中部大学工学部都市建設工学科教授（現職）。教育研究のか
たわら、高蔵寺ニュータウン、沖縄県北大東島、名古屋市三の丸地区など、各地で地
域づくり・まちづくりの計画立案・プロジェクトの企画運営に従事。工学博士。

1960年那覇市生まれ。筑波大学大学院環境科学研究科(都市計画分野)修了後、東京及び大阪のコンサルタント事務
所を経て、’96年に帰郷。県内コンサルタント事務所を転々とし、2009年に（株）国建・まちづくり計画部へ入社、
県や各市町村のまちづくり計画及び基地跡地利用計画等に関わる。現在は同社の専務取締役。技術士（建設部門　
都市及び地方計画）。

地域を元気にするデザインは、様々な官民連携やエリアマネジメント、エリアリノベーションなど多様な動きがあり
ます。いずれも行政や地域住民をはじめ企業やNPOなど多様な主体による「協働」や「共創」によるまちづくりが模
索されています。
本セミナーでは、福岡市天神地区の官民連携のエリアマネジメントの事例、地方都市和歌山市のリノベーションによ
る中心市街地活性化の事例、そして、人口約600人、開拓後120年の沖縄県の集落、北大東島のまちづくりの事例と
いったまちの規模も手法も全く異なる3つの実践事例を通して、「地域を元気にするデザイン」について考えてみた
いと思います。「くらしを紡ぐ美しい風景」は、それぞれの地域の歴史や産業、そこで営む人々の手によって形づく
られていくものです。したがって、それぞれの地域の取り組みから見える地域と人々の関わりや活動、くらし、生き
様から多様な主体による地域デザインにとって大切な視点や共通点などについて議論したいと思います。

【モデレーター】

【パネリスト】


